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サポートへのお問い合わせ
Telelogic 製品のサポートと情報は、Telelogic サポートサイトから IBM Rational Software 
Support に移行中です。この移行期間中は、サポートの連絡先がお客様によって異なり

ます。

製品サポート
• 2008 年 11 月 1 日より前に Telelogic 製品を取引されたお客様は、 サポート ウェブサ

イトをアクセスしてください。 製品情報の移行後に、IBM Rational Software Support 
site に自動で転送されます。

• 2008 年 11 月 1 日より前に Telelogic 製品のライセンスをお持ちではなかった新規の

お客様は、 IBM Rational Software Support site をアクセスしてください。

お客様サポートにお問い合わせいただく前に、問題を説明するために必要な情報をご

用意ください。 IBM ソフトウェアサポート担当員に問題を説明する際には、担当員が

迅速に問題を解決できるように、問題の具体的な内容と必要な背景情報をすべて伝え

てください。あらかじめ以下の情報をご用意ください。 

• 問題発生時に使用していたソフトウェアとそのバージョン  
• 問題に関連したログ、トレース、メッセージなど  
• 問題を再現できるかどうか。再現できる場合はその手順 
• 回避策があるかどうか。ある場合は、その回避策の内容

その他の情報

Rational ソフトウェア製品、ニュース、イベント、その他の情報については、 IBM 
Rational Software Web site をご覧ください。
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第 1 章 : DOORS Analyst チュートリアル
はじめに

このチュートリアルの目的
このチュートリアルの目的は、読者が DOORS Analystと UML言語に慣れ親しむこと

です。 このチュートリアルは、DOORSの要件モジュール操作の基本概念に関する知識

と UMLの基礎知識をもつ読者を主な対象としています。 

ここでは、モジュールを DOORSに復元した後、DOORS Analystを使用して、UML
ダイアグラムをいくつか作成します。 

このチュートリアルでは、UMLダイアグラムの作成方法を手順を追って説明します。 
このチュートリアルの説明に従って、すべての手順を実行できますが、DOORSと

DOORS Analystの通常の動作の詳細は述べていません。 各作業の詳細については、オ

ンライン ヘルプを参照してください。

注記
DOORS Analystには、DOORSの［Analyst］メニューから表示できる専用のオンラ

イン ヘルプがあります。
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モジュールから UML へ
モジュールから UML へ

モジュールの復元
最初のセクションでは、要件モジュールのインポートと復元、および UML要素のモ

ジュールへの追加方法について説明します。

1. DOORS プロジェクトを開いて、［File］メニューにカーソルを合わせます。 要件モ

ジュールの System_requirements.dmaを DOORSに復元します。 この要件モ

ジュール ファイルは DOORS Analystの導入ディレクトリの Locale\ja にありま

す。

2. モジュールで DOORS Analystを有効にします。 ［Analyst］メニューの［Enable 
analyst］コマンドを使用します。 

注記
DOORSモジュールに要素のタイプを示す 2つの新しいカラムが表示されます。 一方に

は多値属性が、もう一方には UML要素のタイプを示すアイコンが表示されます。

3. モジュールに「ユース ケース」という名前の新しいチャプタを追加します。 
［Insert UML］メニューを使用して 3つのユースケースを挿入します。 モジュール

は 3ページの図 1のようになります。 

図 1: ユース ケースを持つ DOORS モジュール
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第 1 章 : DOORS Analyst チュートリアル
DOORS Analyst での編集

このセクションでは、DOORS Analystでダイアグラムを作成し、作成された DOORS
オブジェクトから要素を選択して追加する方法を説明します。

4. ユース ケースから 1つを選び、右クリックで［Edit in Analyst］を選択します。 
DOORS/Analystが表示され、モデル ナビゲータがアクティブになります。 ［New 
Symbol］タブから、選択したユース ケースを包含する新しいユース ケース図を

作成します。

重要！
DOORSと DOORS Analyst間を移動する場合は、常に、［Edit in Analyst］を使用する

か、ダイアグラムをダブル クリックします。 DOORS Analystから DOORSへ移動する

場合、必ず［Analyst］ウィンドウを閉じるか、ウィンドウを切り替える前にデータの

保存を実行します。 これで要素間の同期を適切に取ることができます。 

5. ユース ケース図で描画エリアを右クリックし、［要素の表示］を選択します。 これ

で、このダイアグラムに表示するユース ケースをすべて選択することが可能にな

ります。 ［要素の表示］ダイアログに、現在のダイアグラムの正しいタイプを持つ

すべての定義済み UML要素が表示されます。 すべての定義済みユース ケースを選

択して［OK］をクリックします。

6. ダイアグラムを編集して 4ページの図 2に示すようにし、保存します。 ［ダイアグ

ラム要素の作成］ツールバーを使用してアクターとサブジェクト シンボルを挿入

します。 

注記
これで、3つの新しい UML要素（サブジェクトと 2つのアクター）を追加しました。 
ダイアグラムを保存すると、これらの要素は DOORSモジュールにも反映されます。 
また、ダイアグラムの画像が要件モジュールにも転送されます。

7. DOORS Analystウィンドウでモデルを保存します。

図 2: アクターを持つユース ケース ダイアグラム
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モジュールから UML へ
DOORS Analystには要素の配置場所が指定されていないので、新しい要素を要件モ

ジュールの正しい場所に再配置する必要があります。 これらの要素を通常の DOORS
オブジェクトと同様に編集して同期することにより、要件モジュール内での場所が確

保されます。

ダイアグラムの追加
ビジュアル UML情報を要件モジュールに追加する方法として、ダイアグラムを直接

要件モジュールに挿入することもできます。 

8. 要件モジュールに「Domain Model 」という名前の新しいチャプタを追加します。 

9. チャプタ「Domain Model」でクラス図を追加します。具体的には、［Analyst］メ

ニューの［Insert UML］を選択して、［Diagram Below］を選択し、［Class 
Diagram］をダブルクリックします。

10. 新しいダイアグラム オブジェクトをダブルクリックすると、DOORS Analystウィ

ンドウが開き、空のクラス図が表示されます。 これを編集して 5ページの図 3に示

すようにします。 

ヒント
アクティブ クラスを作成するには、クラス シンボルを右クリックして、ショートカッ

ト メニューの［アクティブ］を選択します。 複合を作成するには、クラス シンボルを

選択して左端のハンドルを使用して、関連ラインをパート クラスまでドラッグしま

す。 次に元のクラスに隣接したラインにカーソルを合わせて、ショートカット メ
ニューから［ソース］を選択し、［複合］を選択します。 最後にパートクラスに隣接す

る右上のテキスト フィールドにパート名を入力します。 

11. DOORS Analystで保存して、DOORSビューに切り替えます。新しい UML要素

が適切な場所に移動されます。

図 3: 関連を持つクラス図
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第 1 章 : DOORS Analyst チュートリアル
その他の機能

このセクションでは、DOORS Analystの他の機能について説明します。 

アイコン ファイル

ダイアグラム内のシンボルを独自の画像と入れ替えることができます。 このためには、

要素を表すビットマップ ファイルを用意する必要があります。

重要！

この画像ファイルは、ドキュメントを表示する必要のあるすべてのユーザが共有でき

る場所に配置することをお勧めします。 

12. 選択したアイコンを挿入するには、まずアドインを有効にします。これには、

［ツール］メニューから［カスタマイズ］を選択し、［アドイン］タブを選択しま

す。そして、 ［ImageSelector］アドインをチェックします。

注記
このメニューを有効にするには、ツールバー領域を右クリックして、メニューから

［メニュー バー］を選択します。

13. ユース ケース図に移動して要素（例えば、アクターの 1つ）を選択します。 右ク

リックし、ショートカット メニューから［イメージのロード］を選択します。 
ファイル ブラウザを使用して、使いたいビットマップ ファイルを選択します。 6
ページの図 4を参照してください。 

14. DOORS Analystで保存して、ダイアグラムを DOORSに反映させます。 

図 4: アイコン イメージを持つユース ケース図
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モジュールから UML へ
ナビゲーション

DOORSから DOORS Analystへ、または DOORS Analystから DOORSへナビゲート

が可能です。以下の簡単な練習を通じて、どんな動作が可能かを理解できます。

15. Analystのダイアグラム領域から要件モジュール内の対応する要素にナビゲートす

るには、クラスの 1つを右クリックして、メニューから［DOORSで編集］を選

択します。 正しい要素が選択された状態で、要件モジュールが開きます。 

DOORS オブジェクトから UML 要素へ

DOORS オブジェクトを UML要素に変換できます。

16. DOORSモジュールに新しいオブジェクトを作成するか、UML要素 プロパティを

与えたいオブジェクトを選択します。 オブジェクトの［Object Type］カラムをダ

ブルクリックして、適切なタイプを選択します。 
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第 1 章 : DOORS Analyst チュートリアル
まとめ

ダイアグラム
ここまでのチュートリアルで、DOORS Analystの UMLダイアグラムの操作に親しん

でいただけたと思います。 チュートリアルでは、同じような構造を状況に応じて異

なった方法で描画する手順を示しました。 ある状況でどの描画方法を選択するかは、

問題の性質とともに個人の好みにも依存します。

ワークフロー

このチュートリアルは、方法論の紹介ではなく、実際のツールの使用方法に焦点をあ

てています。 ワークフローの方法論については、DOORS Analyst.のオンライン ヘルプ

の「ワークフローの説明」を参照してください。 

次のステップ

チュートリアルはこれで終了です。UMLおよび DOORS Analystで作業を開始してみ

てください。 モデル駆動型の作業に関する情報については、オンライン ヘルプの「モ

デルの操作」の章で学習されることをお勧めします。 
8 Telelogic DOORS Analyst 4.2 User Guide 2008 年 11 月
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